

	プロジェクト名
	現状分析結果報告書






現状分析結果報告書



















[プロジェクト名]
第 n.n版




改訂履歴

	版数
	改訂日付
	改訂者
	改訂内容

	n.n
	yyyy年mm月dd日
	
	





変更履歴

	履歴ID
	更新日付
	更新者
	更新内容

	n.n.rn
	yyyy年mm月dd日
	
	





目次

第１章 はじめに	5
第２章 利用者の把握と分析	6
１． 関係者の定義	6
２． 関係者の特徴、満足度、要求事項	6
第３章 環境の把握と分析	8
第４章 業務の把握と分析	9
１． 業務の範囲	9
２． 業務フロー	9
３． 処理件数	10
４． 実施体制	10
５． 業務の時期・時間	10
６． 業務の実施場所	10
第５章 既存の情報システムの把握と分析	12
第６章 情報システム運用の把握と分析	13
１． 情報システム運用実績	13
２． 各種指標の状況	13
３． 残存課題等	13
第７章 データの把握と分析	14
１． 入出力情報項目及び取扱量	14
２． データの保有及び利用に関する現状	14
第８章 関連調査	16
１． 主要課題と見直し内容	16



[bookmark: _Toc1562812]はじめに
［本ドキュメントが対象とするプロジェクト・業務・情報システムの概要を記載する。］
[bookmark: ｉｔガバナンスの全体像][bookmark: _Toc1562813]利用者の把握と分析
［サービス・業務を利用することで価値や効果を得られる者・組織のそれぞれの規模、特徴、行動、満足度、要求事項等を記載する。］

[bookmark: _Toc1562814]関係者の定義
	関係者
	関係者の種類
	主な拠点
	主な利用時間帯
	関係者数
	補足

	
	業務によるサービスを受ける者
	情報システムの利用者
	
	
	
	

	国民
	○
	○
	全国
	24時間365日
	約100,000人
	XXXXX

	
	20-29歳
	○ 60%
	○ 40%
	全国
	24時間365日
	約10,000人
	XXXXX

	
	30-39歳
	○ 70%
	○ 30%
	全国
	24時間365日
	約30,000人
	XXXXX

	
	…
	
	
	
	
	
	

	業務実施部門担当者
	－
	○
	本省
	12時間（８時～20時）
※土日祝日は休日のため利用しない
	約10人
	XXXXX

	
	－
	○
	○○出張所
	９時間（８時～17時）
※土日祝日は休日のため利用しない
	約100人
	XXXXX

	情報システム運用事業者
	－
	○
	本省
	24時間365日
	約３人
	XXXXX


※項目の定義
	関係者：
	業務実施部門の従事者、業務によるサービスを受ける者、その他当該業務に関係する者を記載する。

	関係者の種類
	- 業務によるサービスを受けるもの：
	業務によるサービスを受ける者の有無を記載する。

	
	- 情報システムの利用者：
	情報システムの利用者の有無を記載する。

	主な拠点：
	関係者がサービスまたは情報システムを利用する拠点を記載する。

	主な利用時間帯：
	関係者がサービスまたは情報システムを利用する時間帯を記載する。

	関係者数：
	関係者のおおよその人数を記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562815]関係者の特徴、満足度、要求事項
	関係者
	特徴
	満足度等
	要求事項
	対応案

	
	
	
	
	方向性
	具体策

	国民
	○○士（自営）
同一人物が繰り返し利用することが多い
ＩＴリテラシーは低い場合がある
	一部不満
	窓口での待ち時間短縮
休日対応
	業務実施手順の見直し・簡素化
	窓口担当による○○処理を見直すことにより、待ち時間を短縮する

	業務実施部門担当者
	ＩＴリテラシーは中程度
・・・
	一部不満
	転記・読み合わせ等の簡略化
	業務の電子化・機能拡充
	○○情報を電子化し、都度の転記作業を不要とする

	情報システム運用事業者
	ＩＴリテラシーは高い
・・・
	概ね満足
	特になし
	
	


※項目の定義
	関係者：
	業務実施部門の従事者、業務によるサービスを受ける者、その他当該業務に関係する者を記載する。

	特徴：
	関係者の業種、利用状況、ＩＴリテラシーの程度などの特徴を記載する。

	満足度等：
	関係者がどの程度満足しているか、不満かを記載する。

	要求事項：
	関係者の業務に対する要求事項の概要を記載する。

	対応案
	- 方向性：
	関係者の要求事項に対して、対応案の方向性があれば記載する。

	
	- 具体策：
	関係者の要求事項に対して、具体的な対応案があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562816]環境の把握と分析
［サービス・業務に影響する関連法令の存否、影響度、改善の必要性、サービス・業務を取り巻く現在の環境、将来の環境変化の見込み等を記載する。記載の形式は問わない。］

[bookmark: _Toc1562817]業務の把握と分析
[bookmark: _Toc157829823][bookmark: _Toc157832900][bookmark: _Toc157835151][bookmark: _Toc157936884]［サービス・業務の内容、業務量、実施体制、実施時期・時間、実施場所、運営実績、各種指標の状況、残存課題等を記載する。］
[bookmark: _Toc271027708]
[bookmark: _Toc1562818]業務の範囲
	階層０
	階層１
	処理
	新情報システム適用対象候補

	No.
	名称
	No.
	名称
	No.
	名称
	

	1
	○○申請業務
	1-1

	申請書提出

	1-1-1
	申請書作成
	○

	
	
	
	
	1-1-2
	申請書提出
	○

	
	
	1-2
	申請書受理
	1-2-1
	申請書受理
	

	
	
	1-3

	申請書確認

	1-3-1
	申請内容確認
	○

	
	
	
	
	1-3-2
	申請内容精査
	○

	・・
	・・・
	
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	階層０
	- No.：
	

	
	- 名称：
	業務機能を記載する。階層は業務機能を細分化し、階層的に定義する。

	階層１
	- No.：
	

	
	- 名称：
	業務機能を記載する。階層は業務機能を細分化し、階層的に定義する。

	処理
	- No.：
	

	
	- 名称：
	階層で区分した業務の処理手順を記載する。

	新情報システム適用対象候補：
	新たに情報システムを利用する対象とするか記載する。



[bookmark: _Toc1562819]業務フロー
［プロジェクトで取り決めた記法に則り、対象業務を表す業務フローを記載する。（数が多い場合は別紙として取りまとめる。）］



[bookmark: _Toc1562820]処理件数
	項目
	処理件数
	補足

	
	定常時
	ピークの特性
	

	○○申請件数（XX年度）
	約100件/日
	約300件/日、午前９時に集中
	XXXXX

	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	項目：
	処理項目を年度別に記載する。

	処理件数
	- 定常時：
	定常時の処理件数を記載する。

	
	- ピークの特性：
	ピーク時の処理件数や、集中した時間帯などの特性を記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562821]実施体制
	実施体制
	組織概要
	補足

	窓口組織
	窓口における各種手続の受付及び審査を行う。
	XXXXX

	審査組織
	各種手続に対する審査及び管理業務を行う。
	XXXXX

	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	実施体制：
	対応を実施する組織を記載する。

	組織概要：
	組織が実施する業務の概要を記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562822]業務の時期・時間
	
	実施時期・期間
	実施・提供時間
	補足

	通常期
	4～6月及び2～3月
	9:00～18:00
	XXXXX

	繁忙期
	7月～1月
	8:00～20:00
	XXXXX


※項目の定義
	実施時期・期間：
	業務の実施時期・期間を、通常期と繁忙期に区分して記載する。

	実施・提供時間：
	業務の実施・提供時間を、通常期と繁忙期に区分して記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562823]業務の実施場所
	場所名
	実施体制
	実施業務
	所在地
	補足

	○○執務室
	審査組織
	各種手続に対する審査及び管理業務を行う。
	A県
	XXXXX

	△△事務所受付窓口
	窓口組織
	各種手続（Ａ地域）の受付及び形式審査を行う。
	A県
	XXXXX

	□□事務所受付窓口
	窓口組織
	各種手続（Ｂ地域）の受付及び形式審査を行う。
	B県
	XXXXX

	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	場所名：
	業務の実施場所を記載する。

	実施体制：
	業務を実施する組織を記載する。

	実施業務：
	組織が実施する業務内容を記載する。

	所在地：
	業務を実施する場所の所在地を記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562824]既存の情報システムの把握と分析
［既存の情報システムの資料及び残存課題等の資料名を記載する。］

	資料名
	備考

	別紙○ ＸＸＸＸシステム全体概要
	・・・・・

	
	

	
	

	
	


※項目の定義
	資料名：
	既存の情報システムの資料や、残存課題の資料について、名前を記載する。

	備考：
	該当する資料について、参考として付け加える内容がある場合は記載する。



[bookmark: _Toc1562825]情報システム運用の把握と分析
［情報システムの運用実績、各種指標の状況、残存課題等を記載する。］

[bookmark: _Toc1562826]情報システム運用実績
	利用されていないシステム機能
	利用されていない理由
	問題
チェック
	対応案

	
	
	
	方向性
	具体策

	○○帳票出力機能
	廃止された帳票
	✓
	業務の手作業化・機能縮小
	○○帳票出力機能を廃止する

	○○集計機能
	集計結果が適切でない
	✓
	業務の電子化・機能拡充
	○○集計機能の集計ロジックのメンテナンス性を上げる

	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	利用されていないシステム機能：
	情報システム内で、利用されていない機能の名称を記載する。

	利用されていない理由：
	機能が利用されていない理由を記載する。

	問題チェック：
	利用されていない機能や利用されていない理由等から、問題があると思われる事象が存在する場合は、チェック（レ点）を記載する。

	対応策
	- 方向性：
	利用されていない機能に対して、対応の方向性があれば記載する。

	
	- 具体策：
	利用されていない機能に対して、対応の具体策があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562827]各種指標の状況
［各種指標の状況に関する説明を記載する。又は該当する資料を添付する。］

1． [bookmark: _Toc1562828]残存課題等
［情報システムの運用に関する残存課題を記載する。］
[bookmark: _Toc1562829]データの把握と分析
［情報システムのデータの内容・流れ、量、品質、保有形態、管理プロセス、オープンデータとしての公開状況等を記載する。］

[bookmark: _Toc1562830]入出力情報項目及び取扱量
	業務処理
	画面・帳票名
	画面・帳票概要
	入出力の区分
	主な入出力情報項目
	取扱量
	利用目的
	取得元/提供元
	補足

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	X-X申請書提出
	○○申請書
	○○手続の申請書
	入力
	申請年月日、氏名、住所、税情報等
	年間約
3,000件
（毎年X月～X月）
	申請書
	申請者
	XXX

	X-X審査結果通知
	○○審査結果通知書
	○○手続の審査結果通知
	出力
	受理年月日、氏名、住所、審査結果等
	年間約
3,000件
（毎年X月～X月）
	申請者通知文書（法定帳票）
	申請者
	XXX

	X-X申請状況報告
	△△集計表
	申請状況を集計した帳票
	出力
	年月、件数、氏名、住所、申請結果等
	毎月１件
	外部機関通知文書
	XX機関
	XXX

	・・・
	・・・
	・・・
	・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	業務処理：
	業務の処理内容を記載する。

	画面・帳票名：
	業務処理で利用する画面・帳票の名称を記載する。

	画面・帳票概要：
	業務処理で利用する画面・帳票の概要を記載する。

	入出力の区分：
	入力または出力の区分を記載する。

	主な入出力情報項目：
	入力または出力する情報を記載する。

	取扱量：
	年間または月間単位の業務処理取扱量を記載する。

	利用目的：
	業務処理の利用目的を記載する。

	取得元/提供元：
	入出力情報の取得元、または提供元を記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562831]データの保有及び利用に関する現状
	データ名
	保有形態
	データ量
	利用目的
	更新・利用状況
	補足

	○○データ
	システムDB
	－
	－
	－
	XX

	△△データ
	ファイルサーバ
	約60ファイル
	統計用
	毎月システムからデータを取り出し、情報を追加し加工した上で保管している。
	XX

	□□データ
	外部記録媒体
	約100枚
	不明
	保管のみで更新・利用することはない。
	XX

	◇◇情報
	紙媒体 
	約4,000件
	履歴管理用
	更新はないが、週２～３件程度利用する場合があり、その都度システムにデータ入力を行っている。
	XX

	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・
	・・・


※項目の定義
	データ名：
	保有データの名称を記載する。

	保有形態：
	データの保有形態を記載する。

	データ量：
	データの保有量を記載する。

	利用目的：
	保有データがどのような利用目的で収集されているのか記載する。

	更新・利用状況：
	保有データの更新頻度や、利用状況について記載する。

	補足：
	その他留意事項があれば記載する。



[bookmark: _Toc1562832]関連調査
［類似するサービス・業務の存否、取り扱うデータに関する標準化状況、優良事例、失敗事例及びその要因等を記載する。］

[bookmark: _Toc1562833]主要課題と見直し内容
	主要課題
	見直し内容
	期待される効果

	
	方向性
	具体策
	

	業務の停滞や情報の滞留を解消し、作業時間を短縮する。
	業務の分散化

	○○業務処理を各部課に分散し、並行処理を可能とする。
△△システムにおいて○○業務処理の進捗を統合的に管理することを可能とする。
□□処理については××とする。
	

	・・・
	・・・
	・・・
	

	・・・
	・・・
	・・・
	


※項目の定義
	主要課題：
	洗い出された問題点を対応案を含めて精査及び集約した上で、重点的に取り組むべきと判断されたものを主要課題と定義し記載する。

	見直し内容
	- 方向性：
	主要課題に対して、見直しの方向性を記載する。

	
	- 具体策：
	主要課題に対して、見直しの具体策を記載する。

	期待される効果：
	主要課題に対して、見直しを行うことによって期待される効果を記載する。



[bookmark: _Toc157936253]以上
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